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り、c)語彙の誤り、d)文法の誤り、e)表現の誤りの 5 つに分類している。Wyner (2018)

















a.   聞き返す 
b.   聞き取れた部分を言う 
c.   取りあえず話を続ける 
d.   話題を変える 
e.   無視する 
a.   話題を回避する 
b.   ことばを言い換える 
c.   ことばで助けを求める 
d.   ポーズで相手の助けを待つ 
e.   時間を稼ぐ 
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